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第四号

認
知
症
と
「

」
の
違
い

認
知
症
は
、
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
病
気
で

す
。
年
齢
を
重
ね
る
と
「
最
近
物
忘
れ
が
多

い
」
「
同
じ
話
を
何
度
も
し
て
い
る
」
と
気
に

な
る
こ
と
が
増
え
ま
す
。
で
も
、
「
歳
の
せ

い
」
と
片
付
け
て
し
ま
う
と
、
大
切
な
治
療
の

機
会
を
逃
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

認
知
症
は
「
物
忘
れ
」
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
と
え
ば
、
日
付
や
時
間
が
わ
か
ら
な
く

な
る
、
道
に
迷
う
、
料
理
や
お
金
の
管
理
が
難

し
く
な
る
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
、
趣
味
や
交
流

に
興
味
を
持
た
な
く
な
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

症
状
が
現
れ
ま
す
。
「
最
近
ち
ょ
っ
と
変
だ

な
」
と
思
っ
た
ら
早
め
の
受
診
を
。

認
知
症
は
、
早
く
気
づ
き
、
早
く
受
診
す
る

こ
と
で
、
進
行
を
ゆ
る
や
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
最
近
で
は
「
レ
カ
ネ
マ
ブ
」
「
ド
ナ

ネ
マ
ブ
」
と
い
う
新
薬
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
の
原
因
物
質
で
あ
る
ア
ミ
ロ
イ
ドβ

を

除
去
す
る
薬
＝
進
行
を
遅
ら
せ
る
効
果
）
も
登

場
し
、
よ
り
早
期
の
治
療
が
効
果
的
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
本
人
が
元
気
な
う
ち
に
、
介
護
や
財

産
管
理
な
ど
の
準
備
を
進
め
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
一
緒
に
考
え
て
い
く
事
が
大
事
で
す
。

受
診
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
や
「
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
」
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
当
院
（
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
ガ
ー
デ

ン
湘
南
海
老
名
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
外
来

（
主
に
、
月
午
後
、
水
金
午
前

土
曜

日
午
前
午
後
、
水
曜
日
は
、
無
料
外
来

相
談
枠
あ
り
。
）
も
し
く
は
、
え
び
な

脳
神
経
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
同
法
人
、
海
老

名
市
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
）
で
、

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
検
査
内
容
】

・
診
察
・
問
診

・
記
憶
の
テ
ス
ト
（
長
谷
川
式
簡
易

認
知
機
能
テ
ス
ト

ミ
ニ
メ
ン
タ
ル
ス
ケ
ー
ル
な
ど
）

・M
R
I

やC
T

検
査

・
必
要
に
応
じ
て
血
液
検
査

受
診
を
拒
む
と
き
の
工
夫

・
健
康
診
断
の
一
環
と
し
て
受
け
る

・
か
か
り
つ
け
医
か
ら勧

め
て
も
ら
う

・
他
人
の
体
験
談
を
話
す

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
す
る

介
護
す
る
方
も「
抱
え
込
ま
な
い」
で
！

相
談
で
き
る
相
手
を
持
つ

自
分
の
時
間
も
大
切
に
す
る

本
人
と
介
護
者
、
両
方
が
幸
せ
に
な
る
工
夫
を

「
も
し
か
し
て

認
知
症
？
と
思
っ
た
ら

早
め
の
相
談

安
心
つ
な
が
る」

まずは認知症専門医に外来相
談。外来通院加療。通院困難
になったら、同じ主治医で訪
問診療はいかがでしょうか？

日
本
で
は
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
認
知
症
を
取
り
巻
く
状
況
が
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。2022

年
の
時
点
で
、

65

歳
以
上
の
認
知
症
患
者
は
約443

万
人
に
の
ぼ
り
、
実
に
高
齢
者
の
約8

人
に1

人
が
該
当
し
ま
す
。2025

年
に
は700

万
人
、

つ
ま
り5

人
に1

人
が
認
知
症
を
抱
え
る
時
代
が
到
来
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
軽
度
認
知
障
害
（M

CI

）
を
含

め
る
と
、
認
知
機
能
に
何
ら
か
の
問
題
を
抱
え
る
高
齢
者
は1,000

万
人
近
く
に
達
す
る
と
み
ら
れ
、
社
会
全
体
で
の
対
策
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
う
ち
、
最
も
多
い
タ
イ
プ
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
で
、
全
体
の6

～7

割
を
占
め
ま
す
。
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て

発
症
率
も
高
ま
り
、
特
に85

歳
以
上
で
は
女
性
の
割
合
が
顕
著
に
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
都
市
部
・
地
方
を
問
わ
ず
、

今
後
は
高
齢
者
の25

～30

％
が
認
知
症
に
な
る
社
会
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
医
療
・
介
護
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
る
体

制
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

一
方
で
、
「
物
忘
れ
」
と
「
認
知
症
」
は
似
て
非
な
る
も
の
で
す
。
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
で
増
え
る
「
物
忘
れ
」
は
、
人
の

名
前
や
モ
ノ
の
置
き
場
所
を
一
時
的
に
思
い
出
せ
な
い
な
ど
の
軽
い
記
憶
障
害
で
、
本
人
に
自
覚
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
大
き

な
支
障
は
出
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
「
認
知
症
」
は
脳
の
病
気
に
よ
っ
て
記
憶
、
判
断
力
、
生
活
能
力
に
障
害
が
出
る
状
態
で
す
。

体
験
自
体
を
忘
れ
る
、
何
度
も
同
じ
こ
と
を
言
う
、
道
に
迷
う
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
、
本
人
に
自
覚
が
な
い
こ
と
も
多
く
、

進
行
性
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

「
最
近
忘
れ
っ
ぽ
い
な
」
と
感
じ
た
ら
、
専
門
医
へ
の
相
談
が
大
切
で
す
。
早
期
に
気
づ
き
、
専
門
的
な
診
断
を
受
け
る
こ

と
で
、
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
、
生
活
支
援
に
つ
な
げ
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
な
ど
の
併
存
疾
患
の

管
理
も
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
た
め
に
は
と
て
も
大
切
で
す
。
ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

主な特徴認知症の種類（四大認知症）

物忘れが目立つ。最近の出来事を
忘れる。

アルツハイマー型認知症

脳梗塞や脳出血が原因。まだらな症
状が多い。（一部の機能は保持）

血管性認知症

幻視（見えないものが見える）、手足
のふるえ。体が使いにくい。

レビー小体型認知症

性格が急に変わる。暴言や暴力も。前頭側頭型認知症
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今
月
の
標
語

気
づ
く

つ
な
げ
る

支
え
る
合
う

早
め
の
相
談

安
心
つ
な
が
るTEL  046-244-6070ご予約お電話ください

み
ん
な
知
り
た
い

治る認知症の代表例
①

慢性硬膜下血腫

＜キーワード＞
少し前の転倒歴 血液サ
ラサラにする薬 飲酒歴
歩行障害 認知症

治る認知症の代表例
②

正常圧水頭症

＜キーワード＞
歩行障害
認知症
尿失禁

特発性（原因不明）と
続発性（原因有）あり

不均衡な脳脊髄液の分
布と脳室拡大が特徴

治療：脳室腹腔短絡術
などで改善

治療：内服、穿頭血腫
（洗浄）ドレナージ術
などで改善。再発するこ
とあり。

脳
と
神
経


